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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
   Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2022-09-01 No. 145 
 

総務省: 規格解説: 電波防護のための基準の制度化-関係法令(2/2) 
我が国の電波防護のための基準の制度化に関する関係法令のページを紹介する。これは、総務

省ホームページで「電波の安全性に関する取り組み」＞「電波防護のための基準の制度化」>
「関係法令」と辿って入手できる。 

• そこには、電波法（抜粋）がまず置かれ、電波防護の基本事項「設備には、人体に危害を及ぼ

し、又は物件に損傷を与えることがないように、総務省令で定める施設をしなければならな

い」を、定めている。 
 

UNECE: 国連規制 No. 10 (EMC)の 06 シリーズ修正に対する補足 2 の提案 
• 附属書 4 - 付録 1 図 1、及び附属書 6 のパラグラフ 3.3.4 においての小変更。 

 

UNECE: 車両規制調和世界フォーラム第 187 セッション報告書(1/3) 
• 車両規制調和世界フォーラム第 187 セッション(ジュネーブ、2022 年 6 月 21 ～ 24 日)の報告書

が公表されている。 
• 現行規制への修正では、以下などが決定された:  

規制 No.100 Electric power trained vehicles 電動パワートレイン車両 
規制 No.131 Advanced Emergency Braking System 高度な緊急ブレーキ システム 
規制 No.136 Electric vehicle L 電気車両 L  
規制 No.157 Automated Lane Keeping Systems 自動 車線維持システム 
規制 No.162 Immobilizers イモビライザー 

• 新規 UN 規制では、以下が決定された:  
規制 No. [165] Reverse Warning 逆進警告 

 

USA: FCC: KDB: 携帯型デバイスに関する RF 曝露要求事項と手順は？: 暫定

ガイダンス 
• 先月号で取り上げた「暫定ガイダンス 447498 D04 Interim General RF Exposure Guidance v01」に

ついての続報。前回は 7 月 31 日までが移行期間とされていたが、今回は移行期間が「8 月 13 日

からさらなる通知があるまで」と、変更された。 
• 移行期間が終了した後は、全ての申請において「447498 D01 General RF Exposure Guidance v07」

として発行される新たな手順のみを使用しなければならない。この手順は、2022 年 10 月末まで

に完成する予定であり、その際に新たな移行期間の通知が行われる。 
 

UK: UKCA マーク関連のガイダンスが更新: 2022 年 8 月 10 日付け 
• 2022 年 8 月 10 日付けで、英国政府ウェブサイトに掲載されている UKCA マーク関連のガイダ

ンスが更新された。 
• 明確にするためにガイダンスを再構成した。例えば、グレートブリテン市場への製品の投入に

関しては、2022 年 12 月 31 日の午後 11 時を境として、認められるマーキングを表にした。 
 

中国: SAMR: 電子製品および安全付属品の強制認証のための規格改訂: IEC 
62368-1:MOD 
• 2022 年 8 月 1 日付で中国国家認証管理委任会（CNCA）は、GB 4943.1-2022 (IEC62368-1: 

2018:MOD)、GB/T 9254.1-2021(CISPR32:2015:MOD)への更新に関する通知を発行 
• 上記更新を反映し、以下の認証実施規則 電子製品及び安全付属品に関する「強制性製品認証実

施規則 オーディオ・ビデオ機器」（番号：CNCA-C 08-01：2004）、「強制性製品認証実施規

則 情報技術機器」（CNCA-C 09-01：2014）と「強制性製品認証実施規則 電気通信端末機

器」（CNCA-C 16-01：2014）における認証根拠となる規格リストを改訂 
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社長の独り言 
 
 
   
 

2022 年 8 月 18 日 
濱口 慶一 

 
新型コロナの変異株による感染者は異常な勢いで増加していますが、政府は最初の頃とは違い、少

し程度のひどいインフルエンザぐらいの対応をしています。弊社においては、社員は勤務中でもプラ

イベートでも感染防止に留意してくれているようで、感染者が多発する状態は回避できています。し

かし、近親者の感染で濃厚接触者扱いとされ、業務を休まなければならない社員が少し増えてきたよ

うに感じています。月 1 名程度の濃厚接触者の発生は、受け入れる必要があるようです。 
 
私を支えていただいている多くのアドバイザーの方々からの情報で、最近以下の書籍のことを知り、

それを、高杉和徳氏が私に残してくださった書籍の中から発見しました。 
 

左の書籍は、昭和 58 年（1987 年）9 月 30 日に初版が発行さ

れました。当時の参議院議員であった矢野俊比古氏が、”巻頭

の言葉にかえて”において、”行政改革に関する第 5 次答申―最

終答申”（昭和58年（1987年）3月14日付）を引用しながら、

“非関税障壁への一考察“を寄稿しています。この文章の随所

に、“民間から国際的にも認知される権威ある機関が設立され

ることを要望している”趣旨が読み取れました。 
 
IECEE CB スキームの加盟国である日本の各企業も、CB 証

明をもって世界に自社製品を販売展開していくことができるよ

うになりました。弊社は昨年 6 月にこの CB スキームの国内認

証機関（NCB）となりました。まだ製品カテゴリとしては、

医療機器、計測機器に限定されていますが、日本企業の皆様の

ご高配を賜りたく存じます。またご協力を頂けるなら、どんど

ん製品認証カテゴリを増やしていくことも可能ですし、外国機

関の下請けのような CBTL から完全な NCB になったことで、CB 証明発行の費用も大幅に低減でき

ます。どうかご検討ください。 
 
趣味の蜜蜂養蜂の件ですが、日本蜜蜂は 1 群も来てくれなかったのですが、西洋蜜蜂が玄関横の空

き箱に来てくれました。日当たりのよすぎるところですが、暑さで蜜蝋が溶ける巣落ちもなく、何と

か快適に暮らしています。秋口にさしかかったからでしょうか、小型雀蜂が頻繁に、西洋蜜蜂を捕獲

に来ます。少し可哀そうですが、自然の成り行きに任しています。もう少しして大雀蜂が襲来すると、

多分逃避していくだろうと思います。 
 
まだまだ残暑厳しい中ではありますが、読者の皆様におかれましては、体調を崩さず、コロナ禍も

乗り切っていただけるように祈念しています。 
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